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便
性
の
向
上
、
管
理
経
費
の
節

減
、
行
政
組
織
の
ス
リ
ム
化
を

図
り
ま
す
。

「
消
防
力
の
維
持
増
強
」

委
託
先
の
広
島
市
及
び
関
係

機
関
と
の
連
携
を
図
る
と
と
も

に
、
消
防
団
の
即
応
力
を
高
め

る
訓
練
実
施
な
ど
に
努
め
ま
す
。

ま
た
、
町
民
の
防
災
意
識
の

高
揚
を
図
り
、
災
害
時
の
被
害

を
最
小
化
す
る
た
め
の
取
り
組

み
と
し
て
、
住
民
参
加
型
の
防

災
訓
練
や
防
災
物
資
の
備
蓄
補

充
を
行
い
ま
す
。

■
建
設
部
門

「
県
道
の
整
備
」

県
道
矢
野
安
浦
線
は
、
川
角

交
差
点
か
ら
東
側
の
県
道
瀬
野

呉
線
に
接
続
さ
せ
る
区
間
の
用

地
取
得
と
改
良
、
熊
野
・
黒
瀬

間
ト
ン
ネ
ル
の
準
備
工
事
、
役

場
庁
舎
前
の
道
垣
内
交
差
点
改

良
事
業
の
３
ヵ
所
が
予
定
さ
れ

て
い
ま
す
。

ま
ち
の
骨
格
を
形
成
し
、
ま

ち
づ
く
り
の
要
と
も
い
え
る
幹

線
道
路
網
が
早
期
に
確
立
す
る

よ
う
、
引
き
続
き
、
県
及
び
関

係
機
関
に
強
く
要
望
し
ま
す
。

「
日
常
生
活
道
路
の
整
備
」

深
原
地
区
公
園
へ
の
接
続
道

と
し
て
整
備
し
た
町
道
深
原
公

園
線
に
県
道
瀬
野
呉
線
と
町
道

新
萩
線
と
の
バ
イ
パ
ス
機
能
を

持
た
せ
る
第
２
期
工
事
を
進
め

ま
す
。

ま
た
、
第
三
小
学
校
前
の
町

道
団
地
３
号
線
か
ら
東
方
向
に

延
伸
す
る
町
道
出
来
庭
川
角
中

央
線
の
新
設
事
業
を
引
き
続
き

進
め
ま
す
。

危
険
箇
所
を
改
善
す
る
た
め

に
平
成
17
年
度
か
ら
行
っ
て
き

た
熊
野
北
農
道
の
改
良
工
事
は
、

引
き
続
き
、
第
２
期
及
び
第
３

期
事
業
に
入
り
ま
す
。

「
指
定
管
理
者
制
度
の
導
入
」

深
原
地
区
公
園
と
東
部
地
域

健
康
セ
ン
タ
ー
を
一
体
で
指
定

管
理
者
制
度
を
導
入
し
ま
す
。

「
公
共
下
水
道
事
業
」

萩
原
地
区
、
城
之
堀
地
区
及

び
初
神
地
区
の
一
部
、
約
12
ヘ

ク
タ
ー
ル
の
整
備
を
予
定
し
て

お
り
、
普
及
率
は
約
82
パ
ー
セ

ン
ト
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
高
金
利
の
地
方
債
を

繰
上
償
還
す
る
と
と
も
に
、
企

業
経
営
の
観
点
で
施
工
や
維
持

管
理
の
効
率
化
を
図
り
ま
す
。

「
上
水
道
事
業
」

県
道
矢
野
安
浦
線
の
改
良
に

伴
う
配
水
管
の
移
設
、
新
宮
地

区
を
中
心
と
し
た
未
給
水
地
区

へ
の
新
設
、
高
所
配
水
団
地
で

あ
る
土
岐
の
城
団
地
の
水
道
施

設
工
事
な
ど
を
行
い
ま
す
。

■
教
育
部
門

「
教
育
課
題
へ
の
対
応
」

教
育
改
革
推
進
懇
談
会
を
中

心
に
、
い
じ
め
や
不
登
校
、
幼

児
教
育
や
道
徳
教
育
の
ほ
か
、

勤
労
観
や
職
業
観
を
醸
成
す
る

キ
ャ
リ
ア
教
育
な
ど
の
教
育
課

題
に
積
極
的
に
取
り
組
み
ま
す
。

「
英
語
教
育
の
充
実
」

小
学
校
の
外
国
語
活
動
の
本

格
実
施
に
備
え
る
と
と
も
に
、

国
際
理
解
教
育
を
推
進
す
る
た

め
、
外
国
人
英
語
指
導
助
手
を

引
き
続
き
配
置
し
ま
す
。

「
児
童
生
徒
の
安
全
確
保
」

学
校
内
の
危
機
管
理
体
制
を

確
立
す
る
と
と
も
に
、
携
帯
メ

ー
ル
に
よ
る
不
審
者
情
報
の
発

信
や
青
色
回
転
灯
を
装
備
し
た

公
用
車
で
の
巡
視
の
ほ
か
、
保

護
者
や
地
域
の
皆
さ
ん
か
ら
も

ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
登
下
校

時
の
安
全
を
確
保
し
ま
す
。

「
公
民
館
･
図
書
館
事
業
」

生
涯
学
習
の
拠
点
で
あ
る
公

民
館
や
図
書
館
に
お
い
て
、
町

民
の
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
対
応
し

た
各
種
情
報
や
学
習
機
会
の
提

供
な
ど
に
努
め
、
町
民
の
生
涯

学
習
活
動
を
支
援
し
ま
す
。

「
男
女
共
同
参
画
の
推
進
」

平
成
19
年
度
に
策
定
し
た
熊

野
町
男
女
共
同
参
画
プ
ラ
ン
を

着
実
に
推
進
す
る
各
種
取
り
組

み
を
実
施
し
ま
す
。

「
青
少
年
の
健
全
育
成
」

勉
強
や
ス
ポ
ー
ツ
、
文
化
活

動
や
地
域
と
の
交
流
活
動
な
ど

を
行
う
『
放
課
後
子
ど
も
プ
ラ

ン
推
進
事
業
』に
取
り
組
み
ま
す
。

「
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
と
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性
化
」

熊
野
健
康
ス
ポ
ー
ツ
振
興
会

と
の
連
携
と
協
働
を
深
め
ま
す
。

施政方針平成20年度

熊
野
町
副
町
長
に

　
　
芥
川
氏
が
就
任

橋
本
讓
前
副
町
長
が
平

成
20
年
３
月
31
日
に
退
職
さ

れ
た
こ
と
に
伴
い
、
平
成

20
年
３
月
議
会
に
お
い
て
、

芥
川
雅
利
氏
（
55
歳
）
の
副

町
長
選
任
が
同
意
さ
れ
、

４
月
１
日
に
就
任
さ
れ
ま

し
た
。

芥
川
副
町
長
は
、
昭
和

51
年
か
ら
県
庁
に
お
勤
め

に
な
ら
れ
て
お
り
、
今
回
、

町
の
要
請
に
よ
り
県
か
ら

お
迎
え
し
ま
し
た
。

任
期
は
、
平
成
24
年
３
月

31
日
ま
で
で
す
。

　
総
務
課
人
事
庶
務
グ
ル
ー
プ

820

-

５
６
０
１↑芥川雅利副町長

問

☎

平
成
20
年
度
予
算
に
お
け
る

各
部
門
ご
と
の
重
点
施
策

■
総
務
部
門

「
町
制
施
行
90
周
年

記
念
事
業
の
開
催
」

Ｎ
Ｈ
Ｋ
ラ
ジ
オ
公
開
録
音
の

協
賛
、
文
房
四
宝
ま
つ
り
の
共

催
、
防
災
写
生
大
会
の
開
催
な

ど
を
行
い
ま
す
。

「
生
活
バ
ス
路
線
の
維
持
」

バ
ス
運
行
事
業
者
に
対
し
、

運
行
経
費
の
一
部
を
助
成
し
、

生
活
バ
ス
路
線
を
維
持
す
る
こ

と
に
よ
り
、
町
民
の
移
動
手
段

の
確
保
に
努
め
ま
す
。

「
住
居
表
示
事
業
の
実
施
」

住
居
表
示
事
業
は
、
萩
原
地

区
と
城
之
堀
地
区
を
対
象
と
す

る
第
２
期
事
業
に
着
手
し
ま
す
。

「
地
域
産
業
の
振
興
」

熊
野
町
雇
用
促
進
協
議
会
が

実
施
し
て
い
る
『
筆
職
人
後
継

者
育
成
事
業
』
な
ど
を
支
援
す

る
と
と
も
に
、
「
熊
野
筆
マ
イ

ス
タ
ー
ス
ク
ー
ル
」
の
卒
業
生

を
雇
用
し
た
町
内
事
業
者
に
対

す
る
『
筆
の
都
マ
イ
ス
タ
ー
雇

用
奨
励
金
』
の
交
付
を
、
引
き

続
き
実
施
し
ま
す
。

「
町
税
等
の
徴
収
体
制
の
強

化
」県

の
税
務
職
員
に
対
し
、
町

の
税
務
職
員
を
兼
ね
さ
せ
る
併

任
辞
令
を
随
時
交
付
し
、
連
携

し
て
徴
収
に
あ
た
る
新
た
な
取

り
組
み
を
実
施
し
ま
す
。

「
市
街
地
宅
地
評
価
法
の
導
入

準
備
」

固
定
資
産
税
に
係
る
土
地
の

評
価
方
法
を
「
市
街
地
宅
地
評

価
法
」
に
変
更
す
る
業
務
を
、

本
年
度
に
引
き
続
き
行
い
ま
す
。
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■
民
生
部
門

「
子
育
て
支
援
」

く
ま
の
・
み
ら
い
保
育
園
に

お
け
る
一
時
保
育
や
病
後
児
保

育
、
各
保
育
所
に
お
け
る
乳
児

保
育
や
延
長
保
育
等
を
強
化
し
、

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
努
め
ま
す
。

子
育
て
の
経
済
的
な
負
担
を

軽
減
す
る
た
め
、
乳
幼
児
医
療

費
助
成
制
度
は
、
従
来
ど
お
り

保
護
者
の
支
払
い
を
求
め
る
一

部
負
担
金
制
は
導
入
し
ま
せ
ん
。

公
費
負
担
に
よ
る
妊
婦
健
診
は
、

従
来
の
２
回
を
５
回
に
拡
大
し

ま
す
。

育
児
不
安
を
軽
減
す
る
た
め
、

保
健
師
等
に
よ
る
生
後
４
ヵ
月

ま
で
の
乳
児
の
い
る
世
帯
へ
の

全
戸
訪
問
事
業
を
新
た
に
実
施

し
ま
す
。

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、

保
健
師
な
ど
専
門
職
や
図
書
館

司
書
と
連
携
を
強
化
し
、
相
談

事
業
な
ど
を
効
果
的
に
展
開
し

ま
す
。

「
健
康
づ
く
り
支
援
」

西
部
、
中
央
及
び
東
部
の
全

て
の
地
域
に
整
備
完
了
し
た
地

域
健
康
セ
ン
タ
ー
を
拠
点
に
、

地
域
の
特
性
に
応
じ
た
健
康
づ

く
り
や
介
護
予
防
事
業
を
充
実

さ
せ
ま
す
。

住
民
健
診
は
、
医
療
制
度
改

革
に
よ
り
、
各
健
康
保
険
者
に

実
施
責
任
が
課
せ
ら
れ
る
こ
と

に
な
り
、
本
町
の
国
民
健
康
保

険
も
、
生
活
習
慣
病
の
ハ
イ
・

リ
ス
ク
者
で
あ
る
メ
タ
ボ
リ
ッ

ク
・
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
に
着
目
し

た
特
定
健
診
・
特
定
保
健
指
導

を
行
い
ま
す
。

ま
た
、
熊
野
健
康
ス
ポ
ー
ツ

振
興
会
と
連
携
し
、
健
康
運
動

な
ど
に
よ
り
、
体
力
増
進
や
疾

病
・
介
護
の
予
防
を
図
る
、
新

た
な
取
り
組
み
を
推
進
し
ま
す
。

「
国
民
健
康
保
険
税
の
見
直
し
」

国
民
健
康
保
険
税
を
見
直
し
、

国
民
健
康
保
険
の
事
業
運
営
を

安
定
化
さ
せ
ま
す
。

ま
た
、
４
月
か
ら
開
始
す
る

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
は
、
保

険
者
で
あ
る
広
域
連
合
と
連
携

を
図
り
、
新
制
度
へ
の
円
滑
な

移
行
を
進
め
ま
す
。

「
ご
み
処
理
対
策
」

環
境
保
全
型
の
暮
ら
し
を
促

す
仕
組
み
を
築
く
た
め
、
ご
み

の
減
量
化
施
策
の
在
り
方
を
研

究
し
ま
す
。

ま
た
、
リ
サ
イ
ク
ル
の
拠
点

で
あ
る
ス
ト
ッ
ク
ヤ
ー
ド
に
指

定
管
理
者
制
度
を
導
入
し
、
利

町の主要課題

｢道路整備｣

本町の地理的な優位性を活かした

まちづくりには、近隣都市間の幹線

道路ネットワークの強化が必要不可

欠であり、引き続き、広域的な幹線道

路の整備促進を国・県に強く働きか

けます。

｢増大する医療費への対応｣

本町では、平成17年度から、生活

習慣病を発症するリスクの高い人に個

別の健康教育を実施しており、町民

全体の健康度の向上にも有効な取り

組みであると考えています。

しかし、医療費は増大しており一

般会計を圧迫していることから、一般

行政サービスへの重大な影響を避け

るため、やむを得ず国民健康保険税

を見直すことにしました。

安定した国保財政を築くことで町

民に必要な医療を確保するとともに、

受診状況や疾病構造を分析し、医療

費の適正化や健康増進事業の強化

に努めます。

｢地方分権への対応｣

第３次行政改革大綱に基づく取り

組みにより、簡素で効率的な行政シ

ステムの確立と住民サービスの維持

向上に努めつつ、新たな地方分権社

会に対応するため、平成18年度から

県の事務・権限の受け入れを本格的

に始めました。

さらに、平成21年度には、福祉事務

所を設置する予定にしています。

これにより、一般の市と同等の行

政権能を持つことになり、これを適法、

的確に執行できるよう、職員の資質

向上に努めます。
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　平成20年第１回熊野町議会定例会

において、町長が平成20年度の施政

方針を述べました。

　町政運営に対する所信と施策の概

要をお知らせします。

　政策企画課　　820-５６３２
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